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専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム 2014 報告

第２部

オリンピック・パラリンピックを通して
考えるイノベーション
シンポジスト ： 佐藤 真海（サントリーホールディングス株式会社／パラリンピアン）
  水梨 利雅・中西 吉洋（ソニー株式会社）
  佐藤 雅幸（専修大学経済学部教授／専修大学スポーツ研究所長）、富川 理充（専修大学商学部准教授）
コーディネーター ： 久木留 毅（専修大学文学部教授）

久木留　それでは第二部を始めさせていただき

たいと思います。最初に第二部のゲスト、パラ

リピアンの佐藤真海さんをご紹介したいと思い

ます。佐藤さんは2020年東京オリンピック・

パラリンピックの招致に大変活躍していただい

たのは、皆さん、ご承知だと思います。実は佐

藤さん、最近結婚されたということで、おめで

とうございます。新婚の幸せいっぱいの中で来

ていただきましたので、これから佐藤真海さん

交えて盛大なシンポジウムにしていきたいと思

います。

　そして、引き続きソニーの水梨さんに加えて、

スポーツ研究所の佐藤雅幸先生、JTU（公益

社団法人日本トライアスロン連合）のパラリン

ピック対策プロジェクトのリーダーである富川理

充先生と一緒に進めていきたいと思います。

　ここからはパラリンピックを通した社会開発

について考えていきたいということで、「イノベー

ション・パラリンピック」というのをテーマにし

ました。2020年東京オリンピック・パラリンピッ

クが決まって、盛り上げていくのは本日来てい

ただいている聴衆の方々なので、シンポジスト

の皆さんと一緒に考えていきたいと思います。

　まず1964年東京大会を知るということで、

実はビデオを一つ用意しています。皆さんは

1964年に東京オリンピックがあったというのは

知っていると思うのですが、実はパラリンピック

も開かれたというのはご存じでしょうか？

映像を見ていただきましょう。

「NKH総合1　ニュースウォッチ9

「パラリンピック秘話」（2013年11月4日放送）」

久木留　本当はもっと長いのですが、実際はこ

の映像について、なかなか知っている人は居な

かったのですね。真海さんはこの映像は知って

いましたか？

佐藤真海　この映像に関しては初めて拝見しま

した。64年がどういう年で、障がいのある人に

とってどんな大会だったかというのは聞いていま

す。

久木留　ありがとうございます。今回、アスリー

トの立場として佐藤真海さんにいろいろな形で

質問し、逆に真海さんからは様々な観点から意

見し質問をしてもらいたいと思います。というの

は、うちの研究所自体がスポーツを通してハブ

になろうとしているのです。ソニーの新しい開

発を踏まえて、当研究所では日本テニス協会だ

けではなく、日本卓球協会にもいろいろな提言

をしています。水梨さんにもぜひ様々な意見や

ご質問していただければと思います。

佐藤真海　分かりました。よろしくお願いします。

久木留　サポートスタッフとして富川先生、こ

の映像はどうやって見つけたのでしょうか？　

偶然ですか？

富川　パラトライアスロンが2016年リオデジャ

ネイロ・パラリンピックから正式競技になるとい

うことで、JTU内にプロジェクトチームを立ち上

げることとなりました。リーダーを立てて本格的

に進めようとなったのが2012年の暮れで、そ

こで私に白羽の矢が立ちました。それまでほと

んど関わりのなかったパラリンピック、パラトラ

イアスロンをよく知るためには、障がい者のス

ポーツを知らないといけないと思い、ニュースな

どを敏感に見るようになりました。この映像は

ちょうど1年前、NHKで特集されることを知っ

て記録しなければ、となったわけです。

久木留　ありがとうございます。うちの佐藤所

長もいろいろなアンテナを持っています。松岡

修三さんの「修三チャレンジ」のブレーンもし

ていますし、心理スタッフもしています。また違

う関わりもありますよね。

佐藤雅幸　ブラインドテニスという視覚障がい

を持っている人たちのテニスの連盟がありまし

て、そこで今は顧問なのですが、そういう活動

もしています。

久木留　ありがとうございます。水梨さん、企

業の立場としてこの1964年のパラリンピック

は知っていましたか？

水梨　知っていました。ちょうど私が生まれた

年です。

久木留　そうですか。なるほど。ありがとうご

ざいます。真海さんにとって、この今の映像を

見て、今のオリンピック、パラリンピックとの違

いは感じますか？　また、どこが一番違います

か？

佐藤真海　競技レベルが格段に上がっている

ところも違いかなと思います。1964年の時は、

障がい者がみんなの前でスポーツのプレイを披

露する初めての場だったかもしれないのですけ

れども、そこからもう50年経っています。4年

に一度の大会でも、目に見えて感じるほど競技

レベルはどんどん上がっていっています。
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久木留　なるほど。ありがとうございます。富川

先生、競技レベルが上がっているというのは、ト

ライアスロンも含めてかなり上がっていますか？

富川　パラトライアスロンという名前が付いた

のはごく最近ですけれども、実は1996年から

世界選手権をやっていまして、特にアメリカは

非常に力を入れています。なぜなら、退役軍人

や戦場でけがをした人たちのリハビリとしてス

ポーツを取り入れていて、その延長線上にパラ

トライアスロンもあってかなり力を入れていたそ

うです。日本ではパラトライアスロンとして独

立していなくても、実はもう20年、30年前か

ら障がいを持っている人が健常者と一緒にトラ

イアスロンのレースに参加していました。ただ、

パラトライアスロンという競技として整備され、

リオで実施されることが決まった最近になって、

選手はより競技性を意識し始めました。

久木留　佐藤先生はどうですか？

佐藤雅幸　ブラインドテニスでは、武井実良さ

んという視覚に障がいを持っていた方が居まし

て、そういう人のスポーツはいつも2次元だと

言うんです。転がしているボールを打っている

だけだと。それでは納得いかず、空間にあるボー

ルを打ちたいと言い始めたわけです。そこでい

ろいろな改良を加えまして、音の鳴るボールを

開発しました。スポンジボールの中に音源を入

れたものです。半分に切って、中にピンポン玉

を入れて、その音を頼りに空間にある、空中に

浮いているボールを打つことを始めました。こ

れがだんだん広まっていったわけです。ところ

が日本で一番最初のスポンジボールというのは

非常に貧弱で、バウンドが2回ぐらいするとあ

とは弾まないんです。何とかしてもっと硬いボー

ルがないかということで、デパートに行ってい

ろいろなボールを触っていたら、出合ったボー

ルがスウェーデンから輸入しているトレトン社の

硬いボールであり、このボールの中に音源を入

れれば、ポン、ポン、ポンと、このぐらい弾む

ということで、それを作って、ゲームを始めたそ

うです。このボールは、スウェーデンで子ども

のために開発されたショートテニス（コートが小

さく、スポンジボールを使用する）用のもので、

私の知人で、当時、国立競技場テニススクール

校長だった正木茂さんが輸入したものです。

久木留　そういう意味で、トライアスロンもブ

ラインドテニスも、道具は凄く大事ですね。ソ

ニーの技術で、何かパラリンピックに関与でき

そうなものは、水梨さん、ありますか？

水梨　直接どうかというのはあるのですが、今

回もこのラケットという道具がどういうふうに動

いているかとか、そういうものを見えるようにし

たという技術がパラリンピックで使われる道具

の動きを捉えるということに応用できるのではな

いかとは思っています。これはもともとが上達と

いうところを目指してやってきたのですが、実際

にデータが見えると、先ほど見ていただいたよ

うに、少し面白かったりするのですね。ですので、

競技をより見える形で楽しんでいただくというと

ころに何かしらつながっていくのではないかとい

うふうには期待しています。

久木留　なるほど。ありがとうございます。真

海さん、その見える化というところで、トレーニ

ングでこんなものがあったらいいなというものは

何かありますか？

佐藤真海　まずその前に、パラリンピック選手

は動作解析などに関して、これまでまだまだ受

けられる状況にありませんでした。オリンピアン

は自分のプレーの細かい動きの動作解析をデー

タとしてもらえると思うのですが、パラリピアン

はまだまだです。私でも、自前のハイスピードカ

メラで夫が手伝ってくれたりして、それをスロー

モーションで見て分析しているレベルなのです。

それに対して海外の選手は、いろいろなセンサー

を着けて細かく走りを分析したり、跳躍に関して

もハイスピードカメラや分析ソフトを使ったりし

ていて、そこでまず差があります。さらにもっと

レベルをアップできる要素がそこにあると私自

身も感じてきました。ですので、今ある最先端

の技術と、自分たちのしていることに凄く差が

あります。でも、パラリンピックというのは、普

佐藤　真海田中 理恵山田 健太

富川 理充佐藤 真海佐藤 雅幸



16 Annual Report 2014

専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム 2014 報告

段生活している義足の他に、走り専用の義足が

あるわけです。自転車に乗る時には自転車専用

の義足が必要です。車いすの人も居ます。そう

いう意味で、道具が欠かせません。そういう分

野で、研究もそうですけれども、新しい商品を

作るとか、メイド・イン・ジャパンということに

おいてはまだまだ遅れていると思います。車い

すの陸上とかテニスに関しては日本製の素晴ら

しいものがありますけれども。

久木留　チェアスキーでも、具体的なデータや

名前は存じませんが、かなり日本製のものがい

いそうですね。日本開催の大会では、海外の技

術者が日本のものを見て帰る状況だと聞いてい

ます。今、真海さんが言われたところは多分こ

れからの課題だと思うのです。

佐藤真海　そうですね。でも、その課題がチャ

ンスかもしれないという部分です。そこを利用

すれば、もっともっといろいろな競技でレベル

アップが図れるところですね。

久木留　そういう点で、今日は佐藤先生、富川

先生、科学者、サポートスタッフ、コーチ、水

梨さんのような企業のトップに近い方、中西さ

んのような技術を持たれている方が一緒になっ

て、いろいろなものを開発できれば、2020年

はチャンスがありませんか？

佐藤真海　あると思いますね。現状、パラリン

ピックの成績はメダル獲得数において日本はど

んどん落ちてきています。このままではやはり

2020年の開催国としてまずい状況にあると思

うのです。オリンピック・パラリンピックという

からには、やはり選手たちが受けられる最先端

の技術に関してもバリアをなくしたり、さまざま

な面で物事を判断する時のバリアをなくしてもら

えると、凄く広がると思います。

久木留　ありがとうございます。トライアスロン

は今、オリンピックとパラリンピックの強化が一

体になって進んでいる日本の中で唯一の競技で

すよね。その辺りで真海さんが言われたような

ギャップを、トライアスロンはこれから解消して

いこうとしているのでしょうか？

富川　トライアスロンの中の話をさせていただ

くと、強化チームという枠組みの中にオリンピッ

ク対策プロジェクトとパラリンピック対策プロ

ジェクトが両輪で走っている状況です。オリン

ピックのリーダーがいて、パラリンピックのリー

ダーがいてとなりますが、パラトライアスロンが

普及し始めたのがまだここ数年なので、まだま

だトライアスロンとの差はあります。ただ、やは

り情報の行き来とか、それはスムーズです。そ

こは多分他の競技団体とは違うというのは感じ

ます。いろいろなことがすぐに相談できます。

佐藤真海　それは凄く大きいところですね。ト

ライアスロンと自転車は強化においても一緒に

合宿したり、情報の行き来もあると思いますが、

陸上や水泳のように規模が大きくなったり歴史

があったりすると、どうしても完全に分かれてい

るという状況があります。トライアスロンは国際

的にも、そして日本も凄くインクルージョンが進

んでいると思います。

久木留　では、現場の最先端のサポートの部

分を融合していくという作業はこれからですね。

佐藤先生、テニスもそうですよね。

佐藤雅幸　テニスですと、車いすテニスが知ら

れておりますが、一般のグランドスラム大会（全

豪、全仏、全英、全米）の後に必ず開催され

ています。国枝選手は世界ランキングナンバー

ワンで、スポンサーやコーチ、トレーナーなども

帯同して転戦しています。障がい者のテニスに

は、ブラインドテニスなどもあるので、それらも

一緒にやっていければ良いと思います。

久木留　そういった中で、逆にスポーツ界にい

ろいろなヒントをくれるというところで水梨さん

にお聞きしたいのは、企業でも製品を開発して

いく時に、アイデアと技術の中に差があります

よね。そこはどうやって解消するのですか？

水梨　何でも解決できるわけではありませんが、

先ほど動作解析という話が佐藤さんのほうから

あったかと思います。われわれもこのテニスの

解析をやった後に、いろいろな競技を試してみ

ました。ゴルフもやってみたのですが、ゴルフ

の専門家の方がクラブの動きだけ見ていても駄

目だと。結局は体がどう動いているかが大事で、

それは手の先だけではなく、全身が下半身から

どういうふうに連動して動いているかを解析し

ないと結果だけ見ても駄目だという話があって、

なるほど、そうかと思いました。今、まだまだ実

用化にはいかないのですが、体の動きをもう少

し捉えられる技術を、コンシューマーというか、

ある程度廉価に使えるような形で提供できない

かというチャレンジもやっています。ただ、そこ

で必要となる技術は大体思い浮かぶのですが、

自分たちの延長線上にあるものもあるし、全然

われわれソニーの中にないものもあります。それ

は広くいろいろな世界中の会社の方とお会いし

て、応用できるものを探してくるというようなこ

とも活動としてはやっております。

久木留　そういった意味ではこれからソニーが

関われる部分はたくさんありますね。一つ、先

ほど真海さんのほうから、競技用の義足の話

もありました。いろいろネットで探していると、

MIT、マサチューセッツ工科大学の中にメディ

アラボというものすごい研究所があるのですが、

その研究所の今の所長は、伊藤穣一さんという

日本人で、その所長は実はソニーの取締役なの

ですね。

水梨　社外取締役です。

久木留　そのMITの中のメディアラボの中に義

足を専門にやっている所もありますね。

佐藤真海　知っています。テレビで見たぐらい

ですが、そこで学んだ方が今日本に帰ってきて、

義足の場合は遠藤さんという方が居たりします。

凄く使いたいものがたくさんあります。義足でも

ダンスしたり、ちょっと走れたり、これまで自分

が使ったことがないような、「こうできたらいい

のに」というのを実現している所ですね。

久木留　「これ、できたらいいのにな」いいキー

ワードが出ましたね。実は私が初めてソニーに

呼ばれた時に水梨さんに言ったのは、「ドラえも

んになりたい人はいっぱいいます。でもドラえも

んの中で最も大事なのはのび太くんだ」と。要は、

こんなものがあったらいいよねと言うのび太くん

が居ないと、ドラえもんはポケットから何も出し

てきません。実はドラえもんになりたい人はいる

のだけれど、真海さんが言ったように、「こんな

のあったらいいよね」という人を実はソニーも探

しているのです。だから、ここにきていろいろな

アイデアをもらうというのは商品開発のすごい

チャンスなんですね。ただし、ソニーが大事に

していて、目指すところは社会貢献、社会開発

なんですよね。

水梨　今回のスマートテニスセンサーも、もと

もとは、テニスを始めてもやはりうまく上達しな

いと飽きちゃって辞めちゃうという人が多いの

で、できるだけ楽しんで長く続けてほしい、そう

やってスポーツをする人が増えるといいなという

思いで始めました。ですので、テニスをする人

がどんなことがあったら喜ぶのだろう、どんなこ

とを提供したら役に立つのだろうというのを、テ

ニスする人に聞いたり、他のいろいろなスポー

ツの方に聞いたりしました。テニスや他のスポー

ツもいろいろ検討していた中で、久木留先生に

いろいろアドバイスをいただいて今の形にたど
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り着いています。出してみるといろいろな要望

が入ってきて、全然まだまだ足りないと思うの

ですけれども、そういう声が聞けるのは非常に

嬉しくありがたいことだと思います。

久木留　ありがとうございます。ぜひ今日は真

海さんからいろいろな意見をもらっていってくだ

さい。そういう意味で、例えば雅幸先生と富川

先生に私が聞きたいのは、ソニーの製品はいっ

ぱいありますよね。今日、水梨さんがいろいろ

紹介してくれたのですが、その中で、これを買っ

てこんなことをしてみたいという何かアイデアは

ありますか？

富川　トライアスロンでは、ニュージーランドや

オーストラリアの海外チームが自転車に小さな

小型カメラを付けてレース展開を記録して、後

で見直して、本当にこの展開は自分の戦略どお

りにできているか確認することをやっています。

ただ、パラトライアスロンではドラフティングが

ないので、それはすぐにリンクできるかというと

そういうわけではないのですが、まだまだ注目す

れば多分たくさんいろいろな所にいろいろな要

素が落ちていると思います。それはわれわれも

逐一アンテナを張って探していかなければいけ

ないと思っています。

佐藤雅幸　さきほど即時フィードバックという

キーワードが出ましたけれども、今はボールを

打った後に視線を画面に移さないといけないわ

けですね。それを、例えばグラスにスクリーンを

入れて、視線だけちょっと動かせば分かるよう

なものを作っていただけたら凄くいいかなと思い

ます。

水梨　ありがとうございます。実際、実験はし

ていますが、プレイしている時にやはり結構邪

魔だという話もあります。われわれは腕時計タ

イプの端末も作っていますので、そこに、よかっ

た場合は何かよかった時の振動とか、音とか、

そういうものを出してフィードバックするという

のは今開発中です。

久木留　真海さん、どうですか？　こんなのあっ

たらいいなと。そういう製品は？

佐藤真海　製品を応用してということではない

のですが、例えば義足と一言で言ってもいろい

ろなパーツがあります。硬いバネになっている

部分もありますが、自分の断端を入れるソケッ

トというものはオーダーメイドなわけです。それ

はなかなか合わないと、硬くて炎症を起こすこ

とが多かったりします。残っている部分の骨が

乗ったりしますので、そこで痛いから少し削っ

てではなくて、最初から足の形のモデルを作り、

どのくらいの力がかかるというのを調べた上で、

圧をここに持ってくるとか、この部分を柔らかく

するとか、クッション性を持たせるとか、そうい

うところをケアしたソケットがあるといいのにと

いうのは感じています。現状は、石こうで固めて、

流して、型を取ってと手作りです。そこを実際

に他の所で研究を進めようという動きもあって、

例えば3Dプリンターを使ってやってみたらどう

かと。そういう面は多分ソニーさんも得意分野

だと思うので、ぜひそっちのほうにも目を向けて

いただけたらいいなというのはあります。

久木留　会場のほうから、例えばこんなものが

あったらもっと便利ではないか、よりメダルが取

れるのではないか、ソニーの製品をこうやって

使ったらいいのではないかなど、どなたかどうで

すか？　紹介が遅れましたが、今日はパラリピ

アン協会の河合純一さんが来ています。河合さ

ん、いかがですか？

河合　私自身、視覚障がいで水泳をやってきた

のですが、泳いでいる時に、われわれは壁にぶ

つかる危険性が凄く高いです。それを防ぐため

にタッピングといって、棒の先に当たっても痛く

意見を求められ回答する河合純一氏（日本パラリンピアンズ協会会長、中央）
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ないようなものを付けて、コーチが選手の頭を

たたいて壁までの距離を知らせる技術がありま

す。これは試合では当然必要だと思うのですが、

日常練習でもそういう方が居るほうが安心・安

全にできるのですね。そういうものを例えばロ

ボットにさせるとか、ゴーグルやキャップにちょっ

としたセンサーみたいなものがあって、自動的に

棒でたたかれるとか、モグラたたきみたいなも

のなど面白いかと思います。なおかつ、記録が

今何秒だということも伝えてくれると、時計を

見るというストレスも減ります。タイムがよかっ

たら佐藤真海ちゃんみたいな素敵な方から「頑

張ったね」と褒められるとか、そういうのも面白

いかなと。これは、一般の水泳選手も喜んでく

れるような仕組みになるのではないかと思って

います。防水技術もあると思いますので、ぜひ

よろしくお願いします。

久木留　ありがとうございます。具体的な意見

ですね。他はいかがでしょうか？　では、サッカー

協会を代表して、津内さんどうですか？

津内　私は、この間スマートテニスセンサーを

やったことがあって、楽しいなと思いました。サッ

カーとはあまり関係ないのですが、映像を見て

自分にフィードバックする時に、その映像に凄く

頼ってしまったばかりに自分の感覚がつかめな

くなってしまうことが結構あるので、自分の感覚

と比較するようなものがあったらいいなと感じま

した。これはずっと思っていて、映像を見ただ

けで、もうちょっと右だな、もうちょっと左だな

というのは分かると思います。それではそのズ

レがどうして起こるかというところまで解析する

時に、自分のイメージをインプットしておいて、

それと比較するということができればいいなと思

います。選手は競技中はもう自分の感覚だけで

プレーしていて、いちいち画像など見ていられ

ないと思うので、そういう感覚にフィードバック

するという何かがあったらいいなと思いました。

久木留　ありがとうございます。素晴らしい意

見ですね。これはいかがですか、水梨さん。

水梨　感覚はなかなか難しいのですが、脳波

の話が少し出てきています。何かを考えて動作

する時の脳波を測っておくと、その動作をした

時の脳波というのはあるパターンがあって、同

じことをしたことが分かるという技術はあります。

多分、自分の距離感と実際との差なのだと思う

のですが、その辺は先ほどの剣道の間合いに近

い話かと思います。何かしら距離を測ることは

できますし、それをどれだけフィードバックして

あげられるかだと思います。自分がこの距離感

に入ったら知らせてくれるみたいなものを開発す

れば、実際に「そこだ」と思っていったのに反

応がなければズレが分かるというようなことは、

もしかしたらできるのかなと今聞いていて思いま

した。

久木留　ありがとうございます。科学者が2人

居ますから、脳波について聞いてみましょう。

富川　脳波を使って何か現場に役立つもので

すか。やはり先ほどの自分がどうなっているかと

いうフィードバックは非常に大事だと思います。

脳波にリンクするか分かりませんが、自分の考

えている動作とどれくらいズレがある、どういう

ふうな動きをしたいけどこうだった。だから力が

伝わりにくくなっているというのを、そこら辺の

その全部が即時フィードバックできるようなシス

テムというのは非常にスポーツ選手にありがた

いのかなと思います。少し脳波とは外れていま

すかね。

時任　脳波を運動中に取るとすると、やはりそ

の速さと強さです。波形によって取れると思い

ます。それによって、その時の心理状況が分か

ります。抑制が掛かると当然脳波としては反応

が減る、抑制が解除されると増えるというよう

なこともありますし、その反応スピードは測れて

くると思います。しかし、感覚ということは空間

的な認知が出てくると思いますので、脳波だけ

では測りきれません。やはりNIRS（近赤外脳

機能計測法）とか、全体的にそこの運動を支配

しているところと、要は感覚的なエモーショナル

を測っている部分とのムーブ差というのを見て

いけば、もしかしたら将来的にはできるかもしれ

ません。今、運動中でもかなり測定できるよう

になってきていますが、あとは筋肉の反応速度

も含まれてくるので、その辺を見ていくようなも

のができると面白いかなと思います。

久木留　ありがとうございます。では佐藤所長。

佐藤雅幸　今、時任先生からエモーショナルと

いう言葉が出ました。ソニーの方からはモーショ

ン、モーションアナライズというキーワードが出

ておりますが、実はそのモーションという字にア

ルファベットの“E”一文字を付けるとエモーショ

ンになります。ですから、動きから心の状態と

いうのも今度は見ていけるのではないかと思っ

ています。

久木留　ありがとうございます。佐藤先生の専

門はスポーツ心理です。いろいろな可能性があ

ると思います。脳波、運動感覚、筋電図、いろ

いろなものを使いながら新しい形で真海さんの

ようなパラリピアンをサポートしたいというのが

われわれの思いです。

　今、パラリンピックはなかなか見る機会がな

いかもしれませんが、オリンピックだけではなく

てパラリンピックも、もの凄く速くなっている、

もの凄く強くなっている、もの凄く難度が上がっ

ている、というのを、映像を見て体験してもら

いたいと思います。

Youtube「Channel 4 Paralympics - Meet the 

Superhumans」

h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /

watch?v=tuAPPeRg3Nw

久木留　今見てもらったのはロンドン・パラリ

ンピックのプロモーションビデオの一部なので

すが、パラリンピックも高速化、高強度化、高

難度化してきていることがわかりますね。次の

話題として、ここまでレベルが上がってくると、

リカバリーの部分は凄く大事になります。真海

さんからリカバリーについて、試合の時自分で

気を付けていることなど何かありますか？

佐藤真海　それは種目にもよりますし、あと年

齢によって凄く変わってくる部分があります。

10年経っていますので、やはり20代前半の頃

と今とでは変わりますよね。

久木留　真海さんがパラリンピックに一番最初

に出場したのは2004年のアテネで、直近は

2012年のロンドンですよね。

佐藤真海　22歳がアテネなので、その頃はや

はり自分の経験の甘さもあって、練習を量で補

う、結果怪我をするということが多かったです。

今はいろいろな国、いろいろな選手と交流する

中で、練習のクオリティを重視しています。本

番さながらの練習をして、本番でも同じように

できるようにすると、自分もそういうスタイルに

変えてみたりしています。すると翌日の疲れが

軽減できます。練習は継続したほうが力はつき

ますから、あまり疲れ過ぎてしばらく駄目だとい

うよりは、淡 と々続けられるほうが強くなると思

うのです。そういう意味で、私は海外の選手た

ちから教わって、自分でも実践してみてできるよ

うになってきている部分があります。

久木留　かなりリカバリーできるようになってき

ましたか？

佐藤真海　そうですね。走り幅跳びという競技

は、ただ走るという練習以上に跳ぶということ
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で凄くダメージが強いのですね。週に2回を超

えて跳ばないようにしますし、体全体へのダメー

ジ、腰への負担など、自分のフィーリングで調

節します。

久木留　ありがとうございます。富川先生、コー

チの立場でお願いします。今のように、年齢に

よってだんだん疲れが溜まってきて、ハイジャ

ンプやロングなどは跳べなくなるここともありま

すよね。でも、その疲れを筋の硬さなどで科学

的に測ったり、それを栄養などの観点や交代浴

などから何かリカバリーさせたり、何かサポート

できる方法はありますか？　もしくは実践してい

るところはありますか？

富川　実はまだ、パラトライアスロンのナショ

ナルチームとしての活動はレース以外ではでき

ていません。選手任せとなってしまっているこ

とは否めないですが、まずは情報を流すことか

らやっています。あるトライアスロンチームが実

践していることの一つに、疲労度の測定があり

ます。起床時の脈拍数はよく測りますが、一緒

に酸素飽和度も測定しています。その両者から

疲労度を客観的に判断し、練習を組みなおした

り、栄養を見直したりしていることは聞いていま

す。われわれも合宿をする時には、そういうこと

を取り入れていこうかなと思っています。特に、

今の日本のパラトライアスロンは52歳の選手

がトップです。練習量が積めないと非常に焦っ

てしまう方なので、そこをどう「休むのも練習で

す」と納得させられるかが課題です。パラトラ

イアスロンというのは、そういう情報も選手には

まだないというのが実際なのです。

久木留　先日文科省のある会議に出席したら、

ある資料の中でパラトライアスロン強化指定選

手に佐藤真海さんの名前がありました。

佐藤真海　JTUのホームページを見ていたら、

自分の名前がありました。富川リーダーのご指

名だと思っています。

富川　期待しています。

佐藤真海　何度かパラトライアスロンに出場し

ていて、まだ世界レベルにないと思うのですが、

期待されているのだなと思っています。パラト

ライアスロンはスタンダードディスタンスの半分

で、水泳は750ｍ、バイク20ｋｍ、ラン5ｋ

ｍです。その5kmを走り切るには、それこそマ

テリアルの問題や体への負担の問題が大きく関

わってきます。最後の相当疲れた状態で5km

を走り切らなくてはならないのです。義足を装

着する前にシリコン素材のものを断端に付けて

差し込むのですが、それが汗で滑ってきます。

5kmの間に拭ったりするとその1分、2分がロ

スになるので、皆さんはどうしているのかなと思

います。あとは、いろいろなメーカーの義足を

使い分けているのですけれども、長距離の場合

どれがいいのかといったことは試してみないと分

からないことがありますので、そこはやはりデー

タで、このジョギングのこのスピードならこの義

足がいいという情報を欲しいです。

久木留　佐藤真海さんは、おそらく2016年の

リオネジャネイロはロングジャンプで出るという

気持ちが凄く強いと思うのですが、今の話を聞

いていると、2020年も選手としてやるのでは

ないかなと。

佐藤真海　分からないですね。何とも言えない

です。

久木留　少なくとも富川先生は期待しているの

ですね。

富川　もちろんです。先ほどのリカバリーという

点では、体の疲労というのと、これはパラアス

リート特有だと思うのですが、やはり装具との

接点の炎症ですよね。レースを連戦する時に、

どうしてもそこが痛くて自分の力が発揮できな

いということも聞きました。選手も苦労していま

す。

久木留　なるほど。その点は水梨さん、何かソ

ニーの技術は使えるのではないですか？

水梨　直接すぐには思いつかないのですが、た

だ、うちは身に着ける商品というのはずっと昔か

らやっています。ヘッドホンなどもそうなのです

が、耳の中に入れるイヤホンなどの技術も使え

ると思います。うちの会社の中にも実は凄くた

くさんの耳型があって、やはり千差万別ですね。

特徴のある方の耳型は取らせていただいたりし

て、かなりのサンプルがあります。完全なオー

ダーメイド的な作り方は現時点ではしていない

のですが、できるだけ幾つかのパターンを取っ

て、イアーピースのサイズも、それはサイズだ

けではなくて、いろいろ形も工夫しながら、でき

るだけ幅広く合うものを作ろうとしています。そ

ういうところがもしかしたら何か接点はあるのか

なという気はします。

久木留　この辺り、中西さん、来ると思ってい

たでしょう。中西さんのアイデアはどうですか？　

これだったらうちの製品を使って佐藤さんをサ

ポートできるというのもはありませんか？

中西　水梨のほうからあったような昔の技術も

そうですし、ちょっとした試し方ですね。ちょっ

とはめてみただけでこの辺が当たってそうとか、

そういう部分を検索するとか、そういうところは

もしかしたらあるかもしれないと思いました。何

かテストを繰り返しながら培っていくところはあ

ると思います。

佐藤真海　そういうテストする機会があるだけ

で凄くありがたいですね。今まで欲していた部

分です。練習すればするほど足を痛めてしまい、

休まないといけないというのがどうしてもあるの

で、そこですよね。

佐藤雅幸　先ほど体の疲れとかリカバリーの話

が出ましたが、睡眠の質はもの凄く重要だと思

います。多分、海外遠征も多いと思いますが、

時差などはどんな感じで対応しているのか、少

し聞きたいと思います。

佐藤真海　時差は、自分の中でいろいろトライ

＆エラーしてみて、何日前に入らないと体がい

い状態にならない、というのを感じてみたりして

います。でも予算が少ないので、ヨーロッパだ

と3泊5日というスケジュールを組まれたりす

るのですが、そこを自前で費用を出して早めに

入るなどしています。あと、困ったもので、ヨー

ロッパ遠征が多いのですが、帰った後1週間ぐ

久木留 毅
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らいは眠れません。練習もいつもどおり走って

いるつもりなのに、バランスが崩れているとコー

チに指摘されたりします。2020年を除けば、日

本はどうしても海外の試合が多くなります。そ

こで何かあるといいなというところです。

久木留　今度のリオネジャネイロは真逆ですよ

ね。僕らも行ってみたのですが、やはり1日以

上掛かるのですね。

佐藤真海　ちょうど私も去年ブエノスアイレス

に行きました。

久木留　コンディショニングやリカバリーが

キーワードとなりますが、実は凄い秘密兵器を

佐藤先生は知っているのです。凄い目覚まし

があるのです。僕も見てびっくりしたのですが、

少しご紹介していただけませんか。

竹田　光で起きる目覚まし時計というのを作っ

て、睡眠実験などを佐藤先生と一緒にさせてい

ただいている、ムーンムーン株式会社の竹田と

いいます。光で起きるという方法を世の中に広

めたいと活動しています。実際時差ボケなどに

もその光は効果的で、今 Jリーグの大宮アル

ディージャに使っていただいたり、全日本テニ

ス選手権ダブルス優勝者の佐藤文平選手にも

使っていただいたり、少しずつスポーツの世界

にも広まっているところです。今日お話を聞い

て、確かに延泊すると予算が掛かるので、そう

いうところをお手伝いできるような製品をこれか

ら作っていきたいと思いました。

久木留　キーワードはセロトニンですね。目覚

ましは普通「リーン」とか、「ピコピコ」とか音

が鳴りますよね。ではなくて、起きる時間を設

定すると、どうなるのですか？

竹田　セロトニンをキーワードに開発している

会社ですが、光が日の出のように徐々に点いて

くるという製品です。日の出の代わりに機械で

気持ちよく目を覚まします。

久木留　多分、真海さんは興味を持ったと思う

のですが、大きいものは持ち運びが大変ではあ

りませんか。

竹田　今、僕らのものは電気スタンドぐらいの

大きさがあるので、そこを小型化して作ってい

きたいです。ソニーさんに作られない前に。

佐藤真海　それは眠れない時には効果はあるの

ですか？

竹田　眠れない時でも、朝、光を浴びて起きると、

必然的に夜ぐっすり眠れるといういい循環がで

きるので、光を浴びるのはとても大事です。

久木留　ありがとうございます。ぜひいろいろ

なものを使ってみたらいいと思います。

佐藤真海　リカバリーという点では、オリンピ

アンだと選手村のそばにマルチサポートハウス

を凄いお金が掛けられて用意されています。そ

れが実はパラリンピックの時にはもう解体され、

スタッフも居なかったのです。他の問題もあっ

たりするのですが、それが今回のアジアパラ大

会で初めて設置されたのですね。それはいいな

と思っていたのは、連戦になる競技の場合です

ね。今日は予選、明日は決勝という競技や、リー

グ戦を戦う競技もあります。そういう時にリカバ

リーをうまくできるとやはり違うのかなというの

を思ったりしていました。久木留先生は視察に

行かれていると思うのですが、今回のアジアパ

ラはどうだったのか、何があったのかなど知りた

いです。

久木留　アジアパラへは2泊3日の強行で行っ

てきました。ソチのパラリンピックに行った時に、

BPA（ブリティッシュ・パラリンピック・アソシエー

ション）のスタッフと話をしたのですが、パラリ

ンピックの場合はアクセスビリティがポイントだ

と。要は、いかにサポートの場所に簡単に行け

るかということが大事だということを聞いていた

ので、文科省へ出したレポートには、パラの場合、

サポートハウスが選手村の中にあっていいのだ

と書きました。オリンピックでは選手村の外に
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作っています。しかし、真海さんが言われたよ

うに、オリンピックが終わったら選手村の外に

あるサポートハウスは撤去してしまっていたので

すね。アジアパラでは選手村の2階だったので

すが、エレベータもありますので、そこでマッサー

ジと、交代浴等を実施していました。そしてリカ

バリーということでは、選手村の外で食事を作っ

ていただき、それを村内に運ぶということをした

のです。あと競技サポートの分析で、インター

ネットからいろいろな映像を集め、それを瞬時に

返すということもやっていました。

佐藤真海　何の種目ですか？

久木留　陸上と、確かテニスもやったのではな

いでしょうか。

佐藤真海　今度感想を聞いてみます。

久木留　聞いてみてください。オリンピックや

パラリンピック期間中は全競技の映像が村内で

流れるのですが、今回それがありませんでした。

なので、インターネットから映像を集めて加工し

て返すということをやっていました。

佐藤真海　なるほど。今回のアジアパラの強

化の中では映像班の派遣はなく、入手できる素

材を使ったのですね。

久木留　集めて分析して、その次の段階として、

多分、真海さんたちが求めている即時フィード

バックを含めたことをやりました。

佐藤真海　実際に行って、例えばオリンピアの

選手を分析するのと同様の分析をパラリンピッ

ク選手にするというのがやはり求められる部分

ですね。

久木留　これは間違いなくリオネジャネイロの

パラリンピックでは行われます。

佐藤真海　それも、いきなり本番でやっただけ

では意味がないですよね。例えば交代浴はどの

くらいだと疲れが取れるのかとか、逆にだるく

なってしまったらどうするのだとか、そういうの

は日々の練習の中で使ってみないと分からない

と思うのですね。それが今までパラリンピック

選手が使えなかった。それこそナショナルトレー

ニングセンターとか、種目によっては使えるよう

になってきたので、そういう所で実績を含めて

普段から経験を積んでということですよね。

久木留　そうです。まさにその通りで、パラリ

ンピックにはもの凄くチャンスがあります。今日

も真海さんから意見をいただきましたけれども、

今までやっていない分伸びしろがありますよね。

道具の開発は今日水梨さんたちに来ていただい

てたくさんアイデアがありますので、その辺りを

含めて、これからは多分パラリンピックに手厚

くサポートをしていける体制ができるのではない

でしょうか？

佐藤真海　スポーツ界も企業も、日本がどのく

らい本気を出すかによって大きく結果が変わっ

てくるかなと凄く思います。

久木留　そうなのです。ロンドン・パラリンピッ

クでは金メダルが5、銀メダルが5、銅メダル

が6の計16個だったのですね。これを倍にし

ていくためには、やはりアスリートの意見を聞い

ていくことは大切ですね。

佐藤真海　そうですね。これまではアスリート

の意見はなかなか通らなかったのです。2020

年のおかげで、最近ようやく通るようになってき

たのがまず第一歩ですよね。こういったパラリ

ンピックだけのシンポジウムというのもこれまで

少なかったのが、最近凄く頻繁に情報を聞くよ

うになったので、それも大きな前進だと思います。

久木留　なるほど。やはりそれは感じますか？

佐藤真海　感じます。まずオリンピック・パラ

リンピックとセットで認識されたことが変化で、

あとは選手たちが強化拠点で徐々に変化を感じ

始めている段階です。これまで厚労省、文科省

に分かれていた強化が一本化され始めたところ

なので、これから6年間かけて1年1年積み重

ねていく、それが大事かなと思います。私は去

年、イギリスでグランプリファイナルに出場した

後に、久木留先生が留学されていたラフバラ大

学に視察に行かせてもらって、案内してもらった

のですね。そこは凄く理想の場でした。大学な

のに最先端の施設がある、スタッフが居る、当

たり前のようにオリンピアンだけではなくてパラ

リンピックの選手も使っている、スタッフも同様

にサポートしているというのは凄く理想だと思い

ました。

久木留　去年の7月に真海さんから連絡をい

ただいて、視察に来てもらったのです。ラフバ

ラ大学は英国の中でナンバーワンのスポーツ系

の大学なのですが、真海さんの言われたように、

活動も情報も、EIS（イングリッシュ・インスティ

チュート・オブ・スポーツ）という科学サポート

をしてくれる所のスタッフも全部、真海さんが

来ても全く普通なのですよね。「おお、パラリピ

アンなのか、どこの大会に出場したの？」という

感じですよね。その感覚が彼女も気に入ってく

れて、僕も普通に案内して、いろいろな人を紹

介していったのです。

佐藤真海　そうですね。「これはパラリンピック

選手でも使えるのですか」という質問が、もう

本当にばかみたいに聞こえてしまうぐらい当たり

前に行われています。

久木留　「そんなこと、おまえ、何聞いてるんだ」

という感じですね。

佐藤真海　今年、冬の間に暖かいオーストラリ

アのAIS（オーストラリア・インスティチュート・

オブ・スポーツ）に行ったのですが、そこもオリ

ンピアン、パラリピアンが一緒の合宿施設のよ

うな場所があって、トレーニングも何も、当たり

前のように使わせてもらえるという感じです。そ

こが日本の目指すべきところですね。でもいろ

いろな面で壁があります。そこをいろいろな方

に気付いてもらうことによって、一緒にやれば

いいとか、トライアスロンみたいに一緒に強化

して、一緒のスタッフが見ればいいと思います。

久木留　多分それを現場で真海さんたちが感じ

ることを、富川先生なども感じていますよね。

富川　私はアダプテッド・スポーツの専門家で

もなく、自身がトライアスロンでオリンピックを

目指していた選手でした。今の立場について、

日本でいろいろな会議に行く機会があるのです

が、何か少し違和感を覚える時があります。選

手を強化するための会議に出ているはずなの

に、何か違う方向の話が出てしまいます。先ほ

ど言われたように、海外では当然オリンピアン、

パラリピアン関係なく選手として強化します。

僕もそのスタンスでいくのですけれども、いつ

の間にか、現場の苦労話がメインの話題になっ

てきてしまう時も多いです。ただ、最近はやは

り2020年東京オリパラということで、真海さ

んのように海外に行く選手も増えてきて変わり

つつあるなと感じます。それでもなお、日本では

海外のようになるのはまだなかなか難しい状況

にあるのかなと思います。

久木留　佐藤所長、いかがですか？

佐藤雅幸　そうですね。私はスウェーデンに留

学した経験があるのですが、そういった国民の

意識の差は凄く感じます。みんな平等だという

か、チャンスは全ての人にあるのだと。スポー
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ツする権利もそうだということですね。AISは吉

田先生ですね。

吉田　97年から98年にかけてオーストラリア

のAISの動作分析をするバイオメカニクスのセ

クションに留学させてもらったのですが、その時

にオーストラリアの義足のランナーが目の前で

100メートルを12秒台で走ってびっくりした覚

えがあります。その分析をわれわれも手伝いま

した。当時はAISに倣って日本もNTCやJISS

を作ろうという思いだったので、2000年ぐらい

にNTCを作るとなった時に、私も設置委員と

して会議に入ったので、ぜひともパラリンピック

も使えるように作ってくださいと言いました。す

ると文部科学省と厚生労働省の違いがあるので

ちょっと難しいです、ということを言われたので

す。結局、最近になってNTCのほうにもパラ

リンピックのアスリートが入れるようにしようと

いう機運が出てきたのですけれども、やっとこ

こまで来たかなというところです。来年、スポー

ツ庁もできれば、少しは変わっていくのではない

かと実は期待しております。

久木留　いろいろな情報がありますよね。吉田

先生から紹介されたAISは国営のスポーツ研

究所です。でもそれだけではなくてナショナル

トレーニングセンターも含まれているのですね。

やはりオリンピックの選手もパラリンピックの

選手も一緒にやっています。イギリスと一緒で

す。そういった環境の中で、パラリンピックの

中にいろいろな可能性が生まれるのですね。イ

ギリスで、ちょうど真海さんといろいろ回った後

にEISのスタッフと話をしていて、オリンピック

で使った道具はパラリンピックに全く応用でき

るのだという話を聞いて、まさにその通りだなと

思ったのです。いろいろな可能性があるパラリ

ンピックですが、ではどんなふうに大学にコミッ

トしていったらいいのでしょうか。もう後半になっ

てきたのですが、大学がパラリンピックに関わ

れるイノベーションであったり、サポートという

テーマで進めたいと思います。

　真海さん自身、早稲田大学を修了し、今はサ

ントリーに所属しながら自分で練習されています

よね。早稲田はそういったパラリンピックに対す

るサポートとか何かやっているのですか？

佐藤真海　選手は何人か居ます。最近増えて

きてはいるのですが、全員大学で練習できます。

河合さんは大学の水泳部に入っていました。私

の場合は、所沢で場所が遠いというのもあって、

そういう相談はしてないですし、卒業してから陸

上を本格的にやったので、よく分かりません。

久木留　ありがとうございます。佐藤所長、例

えばブラインドテニスを専修大学でやろうと

思ったら、いろいろなサポートができますか？

佐藤雅幸　今の段階ではかなり難しいかなと思

います。やる気があればできると思います。今

日は本学生の古川君が来てくれています。彼は

車いすを使っていますが、体育の授業でテニス

をやりました。その時に大学は1人サポートを

付けてくれて、みんなと一緒に授業をやりました。

やはり大学がどのぐらいやる気を出すかではな

いかなと思っています。

久木留　なるほど。大学がどれだけやる気を出

すか。当研究所の李宇音英先生は実はサッカー

が専門なのですが、出身は韓国で、ご自身はア

トランタオリンピックの韓国代表の元プロサッ

カー選手です。今回、アジアパラのサポートに

行かれたのですね。少し紹介してもらっていい

ですか？

李　私は初めて、アジアパラへブラインドサッ

カーを分析しに行ってきました。大学でのサポー

トもキーの一つになってくると思いますが、その

前にまず、選手たちの生活面の補助が全くされ

ていないということです。例えば会社にパラの

大会に出ますというと、「あなたは辞めなければ

いけない」と言われた選手もいたように、仕事

で来られない選手も大勢いたようです。せっか

くここまでみんなが関心や興味を持ち始めたの

に、辞めていかなければいけない選手が出ると

悲しいですね。でも、非常にタフな競技である

のに感動しました。彼らから刺激を受けてきまし

た。

久木留　ありがとうございます。ソニーはCSR

（企業の社会貢献）の中で持続可能な社会貢

献というのを掲げていますね。例えば今決める、

決めないではなくて結構なのですが、例えば持

続可能な社会貢献の中に、パラリンピックのサ

ポートなどということは考えられますか？

水梨　持続可能とは何だろうというふうに考え

ると、例えばうちの会社で機材のサポートをし

ますとか、そういう金銭面のスポンサーシップ

みたいな形というのは一つあります。ただ、そ

のスポンサーシップ的なお金は本当に持続可能

なところに結びつくのだろうかという懸念もあり

ます。結局スポーツではパラリピアンの人が注

目を浴びて、憧れる人が増えて、やる人が増え

て、そういう循環を生み出せるとお金も回ってく

るし、そういう形で何かしらの貢献ができないか

なというのは、漠然とながら持っています。

久木留　ありがとうございます。真海さん、こ

ういった形で、例えば企業や大学は資源をた

くさん持っていますよね。大学は資源を持って

いないと思っている人がたくさん居るのですが、

場所という資源があります。

佐藤真海　場所と仲間とネットワーク。先生も

十分います。

久木留　ありますよね。専修大学を考えると、

第一体育館は実は床がボロボロなんで、そうい

う意味では、車いすでやっても全く問題ないと

思いますね。
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佐藤真海　そこを合宿地に提供するとかはいか

がでしょう。体育館をスポーツの合宿場所とし

て提供するのも一つの大きなサポートだと思い

ます。

久木留　早稲田大学もそうでしょうし、うちの

専修大学もそうですし、他の大学も同様ではな

いでしょうか。日本には私立を含めると大学が

780あるそうです。

佐藤真海　しかも、全国各地にあるではないで

すか。

久木留　そういう意味で、2020年の事前キャ

ンプ地として、パラリピアンを呼ぶとかはいか

がでしょう？

佐藤真海　そうですね。その前段階で、例えば

国内合宿としてパラリピアンの強化合宿をする

などの経験を積めば、サポートする側は何が必

要かというのが分かると思います。可能性は凄

くあると思います。

久木留　大学がパラリンピックに関われる一つ

として、そこは考えていいですか？　そういった

意味でパラリンピックに着目して、大学がサポー

トしていくというのは？

佐藤雅幸　そうですね。東京で開催されるわけ

ですけれども、その周辺にある大学、それから

仙台など、あの辺までの立地条件を考えれば、

かなりサポートしていけるような可能性はあるの

ではないかと思います。それには、やはり大学

側の教員もそうですが、経営者がこれをやるぞ

という覚悟がないと駄目だと思います。ブライ

ンドテニスに関しては、花王さんがずっと継続

的に資金的なサポートをしていただいていると

いうことです。それだけは是非とも報告しておき

たいと思います。

佐藤真海　それはパラリンピックに限った話で

はないと思うのですが、企業のサポートという

ことにおいては恐らくチームを持つというのは大

変です。でも、1企業が1人を採用するだけで

も立派なサポートです。いろいろな企業30社

がそれぞれ1人ずつでもいいと思いますし、例

えばサントリーではパラリピアンは私1人です

けれども、十分理解をもらえているというだけで

凄く大きなサポートなのです。私はもともと普

通に面接を受けて普通の社員として入っている

ので、アスリートということは条件になかったの

です。入社後に最初のパラリンピックがあって、

両立には凄く悩みました。仕事もしっかりした

いという思いがあった時に、会社と相談をして

今があるのです。そういう意味では、企業が選

手を採用することで、一体感を育んだり、チャ

レンジ精神をみんなと共有できたりというところ

でプラスの影響というのも凄くあるはずなので

すね。そういう意味ではその動きが広がるとい

いと思います。最近JOCでのアスナビですか、

アスリート自身が企業にプレゼンをして、よけれ

ば採用しますという動きがパラリンピックにも広

がってきています。

久木留　先日、ある会議に呼ばれて、経団連の

方々と話をしてきました。経団連は今までもス

ポーツに何らかの形で関わりたいと思っていた

そうです。その会議の委員長はトヨタの社長で

ある豊田章男さんです。彼らが今何を考えてい

るかというと、東京オリパラに向けて企業は何

かやりたいと思っているのに、何をやっていい

か分からない。だから、逆に大学だったり、こう

いったシンポジストの方だったりとかからいろい

ろ発言をしてもらって、それがメディアを通じて

会社に届けば、何かやってくれる可能性はある

のではないかということです。場を提供している

側としてはぜひお願いしたいと思っているので、

学生やフロアから、意見でも、感想でも、どな

たからでも結構です。

質問者８　パラリンピックに凄く力を入れて、

施設などいろいろ作られたりしてスポットライト

を当てられていると思うのですが、目指している、

あるいはパラリンピックに出られない選手たちの

施設があまり作られていないと思うのです。そ

こら辺は、佐藤さんはどう考えておられるのかと

いうことと、富川先生はこれからどうしていくの

かなというのを聞きたいです。

佐藤真海　私には、障がいのある人がスポーツ

を始められる場所でスポーツを始めました。東

京都には障がい者スポーツセンターが2カ所あ

りまして、そこで水泳をやってみたり、それこそ

車いすに乗ってみたり、走ってみたりというのを

体験しました。スタッフも居ました。それが全国

各地にあるかというと、ないですよね。そういう

時にどうしたらいいのかというと、そういう特別

な障がい者だけの施設を増やすのではなくて、

地域には体育館があって、ジムがあって、スポー

ツクラブがありますね。そういう場所で受け入

れていくことです。特別に何かが必要かという

と、必ずしもそうではありません。1人1人に必

要なもの、例えば、目が少し見えなかったらどう

いうサポートが必要かは、経験の中でしか蓄積

できないわけです。接点が極端に少ないです。

特に地方は障がい者がスポーツできる環境が少

ないです。ハードを整えていくのには時間が必

要ですけれどもそれだけの問題ではなく、意識

の面、ソフト面で意識を変えていくことが先決

だと思います。障がい者スポーツ指導員の有資

格者が指導しなければならないわけではないで

すから。

富川　今、パラリンピックというのが注目され

ていていますが、一つの突破口としてそれがあ

ると思っています。普通の人が普通にやるだけ

のことができないという不自由があります。日本

でパラリンピックというイベントが注目されなが

ら改善されていく契機になるのではないでしょう

か。ただ、ここはレガシーということなので、も

う一つ。今一番僕が懸念しているのは、東京オ

リンピック・パラリンピックが終わった後です。

例えば、パラトライアスロンでメダルが取れな

かったら、もう強化としてはプライオリティが下

がってくるでしょう。でも実は、もう30年以上

も前からトライアスロンのレースに障がい者の

人も出ていました。当然、そういうレースを増や

すために、各地域に働きかけもしています。そ

れと、パラリンピックとして競技をやりたいとい

う人のために、パラトライアスロンのレースを各

地域1大会、全国で最低10大会は開催しても

らうような働きかけもしています。パラリンピッ

クはきっかけにはなりますが、そこで終わりに

なってはいけません。それがレガシーであって、

イギリスやスウェーデン、オーストラリアの例が

今の日本を変革する突破口になるのではないか

と考えています。

久木留　ありがとうございます。他、いかがで

すか？

質問者９　貴重なお話ありがとうございました。

2012年のロンドンオリンピックの時に、南アフ

リカの義足のランナーがパラリンピックにもオリ

ンピックにも出場したと思うのですが、それを聞

いた時に佐藤真海さんはパラリピアンとしてど

ういう心境だったのかなというのをお聞きしたい

です。また、ご自身がオリンピックを目指そうと

かはありませんか？

佐藤真海　それは純粋に誇りですね。それのみ

です。凄いなという感じです。私はまだまだな

ので出たいとも言えない状況なのですが、その

ラインに引っ掛かったというだけでも素晴らしい

ことです。やはりそれはパラリンピックのレベル

は上がっていることを意味していますし、この選

手がロンドン・パラリンピックの出場種目の全

てで金メダルを取れたかというと、やはり種目に

よっては負けています。そういう意味で、その
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選手を筆頭にレベルが上がっているということ

だと思います。

久木留　そこは大事なところですよね。お互い

がそこを認め合って、その中で切磋琢磨してい

くことが大切ですね。

質問者１０　貴重なお話、ありがとうございまし

た。井上雄彦先生の『リアル』という漫画を私

は読んでいます。車いすバスケットボールでは、

選手の残っている機能によって点数が決まっ

て、15点以内でチームを作らなければいけない

みたいな、障がい者の方にも残っている機能の

差があると思うのです。基準がないと、有利、

不利が凄くあると、を聞いていて思ったのです

が、そういう基準は明確にないのでしょうか？

佐藤真海　パラリンピックに関しては、必ず各

競技にクラス分けがあります。水泳は1から10

まで分かれています。陸上の場合も、義足は

義足で、義足でも膝があるかないかでクラスが

違ったりします。でも、全部の障がいを全部分

けていたらメダル数だけが増えてしまうので、そ

こは統合して、その機能の差を埋めるためにポ

イントを係数で掛けて競うということをしていま

す。そこが一番パラリンピックの分かりにくい

点ではあります。あと、バスケは特に最大合計

14.0点を超えてはいけないという、選手の障が

いを平均化させるルールがあります。例えば私

みたいに義足だと、一番障がいが軽い、すなわ

ち点数が高いのです。例えば腹筋が使える、片

足をグッと踏ん張ってシュートを打てるという点

において凄く有利なわけです。身長も保てて、

凄くダイナミックに動ける。そういう人を5人そ

ろえたらもちろん強いですけれども、そしたら障

がいの軽い人しか出られなくなってしまいますよ

ね。車いすバスケは、必ず軽い人も重い人も混

ざらないとチームを作れないようなポイント構成

になっています。一般的に、障がいの軽い人は

オフェンス、障がいの重い人たちがディフェン

スになります。そこはやはり50年の歴史の中

でかなり整理されてきていると思います。

久木留　ありがとうございます。凄くいい質問

ですし、今の佐藤さんの答えにもあったと思う

のですが、大事なことはいろいろなことを知って

いくことだと思うのです。パラリンピックのこと

を知って、その上でいろいろなことを考えていく。

ソニーが持っている技術やいろいろなものを合

わせて、では何ができるか、自分たちは何がで

きるか、大学として何ができるか、ということを

考えていくためには、やはり知識、情報がない

と考えられません。さらに、パラリンピックだけ

ではなくて、デフリンピックもあれば、スペシャ

ルオリンピックもある。僕自身も少し関われるよ

うになって、もの凄く知らないことが多かったの

だなと。

　真海さんがおっしゃいましたけれども、地域

にあまり障がい者がスポーツを楽しめる施設が

ありません。やはりこれを増やしていくのは大事

です。実はロンドンオリンピック、パラリンピッ

クは最も近年で成功したオリンピック、パラリン

ピックと言われながら、実はパラリンピックが与

えられなかった影響として、障がい者の寄付金

団体が増えていかなかったのです。そういう場

所が増えていかなかったという現実があるので

す。東京パラリンピックは、ぜひともレガシーと

していろいろなものにつながればと思います。

　最後にお一人ずつ、東京オリンピック・パラ

リンピックに向けてどんなレガシーを残してくれ

るのか。東京パラリンピックに向けてどんなレガ

シーを残していくのが成功につながるのか。そ

れを一言ずついただいてこの会を締めたいと思

います。

富川　皆さん、遅くまでありがとうございました。

私はコーチという立場で、もちろんそこに居る

障がいを持っている人でも選手として接してい

ます。当然冗談も言いますし、できていないこ

とがあればきつく言う時もあります。垣根を持た

ないでその人と接するということです。お互い

の立場を尊重して、その人と普通のことをして

いけるようになるのが大事だなと思います。

佐藤雅幸　イノベーションという言葉が今回の

キーワードだったので、われわれもものの見方、

考え方、それから人生の生き方というか、そう

いったものを少し変えたところから見て、そして

スポーツは全ての人のものだということであっ

て欲しいと思っています。

水梨　今日はお疲れさまでした。ソニーは技術

の会社ですので、技術で何かしら貢献をしてい

きたいと思います。例えば音楽プレーヤーであ

るとか映画を見る機械というのは、作る人と見

る人をつなぐことだと思うのですが、今回いろ

いろな技術を使って、競技者と観客であったり、

競技者同士であったりそこをつなげていく、そ

ういう技術を根付かせることによって貢献する、

それがレガシーにできたらいいなと思っていま

す。

佐藤真海　まず、今日の時間を通して、パラ

リンピックで知らなかったことをかなり皆さんに

知っていただけたのではないでしょうか。こんな

状況なのだとか、もっとこうすればいいとか、そ

ういう気付きを持ってもらえるだけでも凄くプラ

スですし、この分野では大学が貢献できる、こ

こは企業ができるということで、ムーブメントが

広がるといいなと思います。　

　あと2020年に向けてですけれども、これは

大会そのもののビジョンがつい最近発表されま

した。その一つ目が自己のベストを目指す。二

つ目が多様性を育む。障がいがある、なしに関

わらず、人種の壁を越えて世界中の人たちを尊

重し合うということです。そして三つ目にそれら

を未来に継承していく、というのがあるのです。

人と比べないで自分にある能力を最大限に引き

出すということや多様性を育むということにおい

ては、パラリンピックもたくさん貢献できると思

うのです。今すぐにはできない部分が多いので

すけれども、1年1年大事に、皆さんと力を合

わせて歩んでいくことによって、それが 2020

年以降のレガシーとなっていくのかなと思いま

す。

久木留　長い間、皆さん、本当にありがとうご

ざいました。観衆の皆さんも本当にありがとう

ございました。本日、当研究所として7回目の

レガシーシリーズなのですが、このような機会

を提供しながら、スポーツ全般やパラリンピッ

クに向けていろいろな形でハブ機能をいっぱい

持ちたいと思っております。水梨さんと佐藤真

海さんに、皆さま、今一度大きな拍手をお願い

致します。お二人とも、ありがとうございました。


